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英作文における英文法と語句使用の誤りに関する一分析
― Power-Up English <Pre-Intermediate> を実例にして―
Error Analysis in English Composition: 



















2年生で 558 点、3 年生終了時に 619 点（TOEIC-IP全国平均で 435 点）に伸びており、330 点
から 755 点になった学生もいるとのことである。さらに、2004 年度入学生 154 人中、350 点以






















2. 1.  PE のコンセプト
　PEでは各 Unitごとにトピックが定められており、全 24ユニットにおいて、多彩なトピック
が扱われている。そのため言語面だけでなく、学習者の興味・関心を踏まえて授業計画を立て
られる。各 Unitは Listening、Reading、Grammarのセクションで構成されており、この 3つの
セクションは 1つのトピックで関連付けられている。1）
　Sportsを題材にした Unit 19 を例に挙げると、競技人口を表す大きな数の表現（million、the 
largest player population）などが有用表現として繰り返し使われている。Listening Sectionにお
いては、Listening Tipsで数量表現が取り上げられており、フルマラソンの 42.195 という数字や





本 Unitには、比較表現における原級、比較級、最上級（ the largest player populationなど）を使
わせる文法練習がある。それは、適当な文を選んだものではなく、スポーツと関連する例文で
構成されており、単なる文法の記号操作に終わらず、アウトプット能力の育成につながるよう
に配慮されている。Reading Sectionのエッセイや Read Aloud（音読練習）のコーナーにおいて
も the largest player populationなどの最上級を表す言語表現が使われているので、学習者に対し
て繰り返し言語形式の詳細に目を向けさせることができる。
2. 2.  Grammar Section について






















　以下に、授業前に行った Exercise1 と Exercise 2 において正答率が 70％未満の例文を抜粋し
て提示し、それぞれについて解説を加える。
3. 1.  動詞に関わる項目の分析




（1）　Everyone who meets Tom （ fall / falls / fell） in love with him at a first sight. （p.24）
　　 正答　Everyone who meets Tom falls in love with him at a first sight. （43％ → 100％）
（2）　She （complains / complained ） about her ex-boyfriend every time we met. （p.24）
　　 正答　She complained about her ex-boyfriend every time we met. （50％ → 100％）
②　未来を表す表現の使用
（3）　Hurry up, or you （will miss / missed） the last train. （p.28）
　　 正答　Hurry up, or you will miss the last train. （63％ → 100％）
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（4）　I （will take / was going to take） the flight tomorrow, but it has been canceled. （p.28）
　　 正答　I was going to take the flight tomorrow, but it has been canceled. （47％ → 93％）
③　進行形の使用
（5）　At this time next year, Janet （will work / will be working） in Hawaii. （p.32）
　　 正答　At this time next year, Janet will be working in Hawaii. （53％ → 100％）
（6）　He （owns / is owning） five Italian restaurants in Tokyo. （p.32）
　　 正答　He owns five Italian restaurants in Tokyo. （33％  → 87％）
④　完了形の使用
（7）　If I read the book one more time, I （have / will have / had） read it four times. （p.36）
　　 正答　If I read the book one more time, I will have read it four times. （53％ → 87％）
（8）　By the end of 2010, sales of his novel （          ） （         ） him thirty million yen. 
　　 （2010 年末までに、小説の売り上げは彼に 3,000 万円をもたらせていた） （p.36）
　　 正答　By the end of 2010, sales of his novel had brought him thirty million yen.
 （47％ → 60％）











（9）　Every time a dump truck passes, this house shakes.
　　 （ダンプカーが通る度に、この家は揺れるのです）（太字体は原典） （江川 2008：386）







　（3）は、Hurry upに接続詞 orと you will … が続くことによって「急げば、間に合うでしょう」
という意味になるので、それを定型表現として覚えていれば正解できる問題である。
（10）　Stop running, or you’ll lose your breath.
　　　（走るのはやめなさい、さもないと息が切れますよ）（太字体は原典） （江川：378）
（10）も（3）と同様に命令語句の表現に接続詞 orと you will … が続いている例文である。「命令
語句＋接続詞」の表現形式は、PEの Unit 18 における Reading Passageに（11）が見られた。
（11）　 Take a ride in a hot-air balloon and you will be enchanted with the extraordinary beauty of 
the scenery. （p.78）




　（4）は、未来表現の中で使用頻度が高いと思われる will と be going toに関する問題である。




の場の状況に応じた意図を表し、be going toとは異なるため、この場合に be going toでなく、
willを使うと、運行がキャンセルされたという状況に応じていないことになるので不適切な文
になる。
（12）　a. Don’t sit on that rock. It will fall. 












（13）　a. I’ll drive into London next week. 
　　　b. I’ll be driving into London next week.　（太字体は原典） （友繁 2016：44-45） 
　（13a）にはwill driveが、（13b）にはwill be drivingが現れている。友繁（2016：45）によると、











る誤り（ interference error）の 2 つに大きく分類している。前者を言語内の誤り（ intralingual 









　（8）は、空所に had broughtを入れて動詞 bringの過去完了形を答えさせる問題である。授業実
施後に行った復習テストの誤答には、has broughtという現在完了形にした事例や is broughtと
いう受動態を使用したものがあった。また、動詞として bringを用いるように指導したにもか










（14）　When I got to the port, the boat had already left.
　　　（港についてみると船は出航してしまっていた）（斜字体は原典） （溝越 2016：48）
（15）　Before we get to the station, the train will have already left.




3. 2.  動詞以外の品詞に関わる項目の分析





（16）　He looked （ happy / happily ） to be transferred to headquarters. （p.60）
　正答　He looked happy to be transferred to headquarters. （67％ → 100％）
（17）　（                     ） all the branches in the city had problems due to the blackout.
　　　（停電のために、その都市のほとんどすべての支店に問題が生じた） （p.60） 
　正答　Almost all the branches in the city had problems due to the blackout. （60％ → 87％） 
⑥　名詞・代名詞の使用
（18）　The （                   ） are searching every showcase in the museum for evidence.
　　　（警察は証拠のためにその博物館のあらゆる陳列用ケースを調べている） （p.64）
　正答　The police are searching every showcase in the museum for evidence. （54％ → 85％）
（19）　Most tickets in this shop are cheaper than （　　　　） sold at the theater box office. 
　　　（この店のほとんどのチケットは劇場のチケット売り場のものよりも安い） （p.64） 
　正答　Most tickets in this shop are cheaper than those sold at the theater box office. 




（20）　He will arrive （ at / in / on ） Kansai International Airport at 10 a.m. （p.68）
　　　正答　He will arrive at Kansai International Airport at 10 a.m. （53％ → 87％）
（21）　You have to apply for the cultural exchange program （  　　　　　 ） Friday.
　　　（文化交流プログラムに金曜日までに申し込まなければならない） （p.68）
　　　正答　You have to apply for the cultural exchange program by Friday. （47％ → 93％）

















っても almost all the branchesとは言える。つまり、almostが allという形容詞を修飾しているか
らである。










個体を主として見る用法との2つがある。そして、集合名詞の the publicと the policeについて、
「両者とも複数形がないが、前者は単数扱いが多く、後者は複数扱いになる」と述べている。
（23）　a. There was a large audience in the theater. 
　　　　（劇場は大入りだった） （江川 2008：3）
　　　b. The audience were growing restless.








（24）　Hawaiian discos are different from those （=discos） in Japan.






　（20）は、動詞 arriveの直後にくる前置詞を at, in, onの中から答える問題であるが、授業実施
前後の両方のテストにて onを選んだ学生はいなかった。そこで、場所を表す前置詞の atと in
について以下のように指導した。
（25）　a. Meg arrived at New York on February 10 th.















（26）　a. Meg will not come here by eight o’clock.
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